
８．課外活動 

  大学生活では、学業が第一となることは、言うまでもありませんが、余暇を利用して、

スポーツで汗を流したり、興味・趣向を同じくしたりする者同士でその興味や趣向をさら

に掘り下げるなど、課外活動の充実は大学生活の充実に不可欠と言ってよいでしょう。 

  大学生活を充実させるためのクラブ活動、ボランティア活動、アルバイトのための案内

と注意事項を以下に記します。 

 

 （１）部活動・サークル案内 

  大学公認の部活動、サークルは以下の通りです。また、大学未公認のサークルも多数存

在します。 

  ※「部活動」には顧問となる教員がつき、その活動には大学から補助が与えられます。

また、活動場所として大学施設を無償で提供します。「サークル」には顧問は付きません。

金銭的補助はありません。また、大学施設の利用は出来ません。 

 

【部活動団体】（令和 6年 4月 1日現在） 

・軟式野球部 

・陸上競技部 

・サッカー部 

・硬式テニス部 

・バスケットボール部 

・男子バレーボール部 

・女子バレーボール部 

・ファミリーバドミントン部 

・ダンス部 

・剣道部 

・バトミントン部 

・卓球部 

・空手部 

・軽音学部 

・吹奏楽部 

・合唱部 

 

【サークル団体】（令和 6年 4月 1日現在） 

 ・M-house（バスケット） 

・march（バレーボール） 

・GOAT（テニス） 

・GIANTKILLINGS（軟式野球） 



・ゲームサークル GLP 

・たんぽぽ子ども会 

 ・バトミントンサークル 

 ・写真サークル－Photo－ 

・eスポーツ 

・建築研究会 

・ボランティアサークル（AporTar） 

・YGCC(ヤマトゲームクリエイティブ） 

・映像制作サークル 

  ・スポーツ(ベルモカ） 

 ・K-POP 

・ささえ（ボランティアサークル） 

 

 

 （２）ボランティア活動 

   大学宛に案内のあったボランティア活動は、管理棟 1 階事務室前の掲示板に掲示し

ます。また、学部や教員宛に募集案内がある場合もあります。 

   希望する学生は応募期間、応募先を十分確認して、原則として各自で応募してくださ

い。 

  ※ボランティア活動に参加する場合は、万一に備え、ボランティア保険への加入を勧め

ます。ボランティア保険への加入については募集団体又は社会福祉協議会に問い合わ

せてください。なお、実習等、大学の授業の一環として参加する場合は学研災の補償対

象となります。 

 

 （３）アルバイト 

  アルバイトは就労体験の一種として、将来の社会生活にプラスになる側面もあります

が、過密なスケジュールや深夜のアルバイトで不規則な生活が習慣化するなど、マイナス

面も多くあることをよく認識し、学業に支障を来さない範囲に収めるようにしてくださ

い。 

  大学に募集案内があったアルバイトは学生ポータルを通じてお知らせします。 

  ただし、応募・就労にあたっては、全て自己責任となっていますので、労働条件などを

十分に確認して、応募してください。 

 


